
姫路市ひょ う ご保育料軽減事業実施要綱 

 

平成２ ９年１月４日制定 

 

（ 趣旨 ）  

第１条  この要綱は、兵庫県のひょ う ご保育料軽減事業実施要綱 （ 平成２ ８年４月１

日制定 ） に基づき 、本市が実施する姫路市ひょ う ご保育料軽減事業 （以下 「 事業 」

とい う 。） について必要な事項を定めるものとする 。  

（ 定義 ）  

第２条  この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める と こ  

ろによる 。  

⑴ 保護者  保育料を納入する義務を負う者及びその者と同一の世帯に属する者を  

いう 。  

⑵ 第１子  保護者と生計を一にする子ども （ 保護者に監護される者、保護者に監 

護されていた者及び保護者又はその配偶者の直系卑属 （保護者に監護される者及 

び保護者に監護されていた者を除く 。） をい う 。以下同じ 。） の う ち 、年長の子 

どもから出生順に１人目の者をいう 。  

⑶ 第２子以降  保護者と生計を一にする子どもの う ち 、年長の子どもから出生順 

に２人目以降の者をいう 。  

⑷ 対象子ども  次に掲げる要件の全てを満たす子どもをい う 。  

  ア  市内に住所を有するこ と 。  

イ  子ども ・ 子育て支援法 （平成２ ４年法律第６ ５号。以下 「 法 」 とい う 。） 第 

２ ７条第１項に規定する特定教育 ・ 保育、法第２ ８条第 １項第２号に規定する  

特別利用保育、同項第３号に規定する特別利用教育、法第２ ９条第１項に規定 

する特定地域型保育又は法第３ ０条第１項第４号に規定する特例保育 （ 以下 「  

教育 ・ 保育 」 とい う 。） を利用している法第２ ０条第４項に規定する教育 ・ 保 

育給付認定子ども （ 以下 「 教育 ・ 保育給付認定子ども 」 とい う 。） の う ち 、別 

表第２の対象子どもに該当している こ と 。  



ウ  法第２ ０条第４項に規定する教育 ・ 保育給付認定保護者が子ども ・ 子育て支 

援法施行令 （ 平成２ ６年政令第２ １ ３号。以下 「 施行令 」 とい う 。） 第４条第 

２項第８号に該当する場合の教育 ・保育給付認定子どもではないこ と 。  

エ  施行令の規定に基づき複数の子どもがいる こ と又は要保護者等に該当するこ  

とによる優遇措置を受けていないこ と 。  

オ  当該子どもの保護者等についての教育 ・ 保育のあった月の属する年度 （教育 

・ 保育のあった月が４月から ８月までの場合にあっては、前年度 ）分の地方税 

法 （ 昭和２ ５年法律第２ ２ ６号 ） の規定によ り課税される市町村民税の同法第 

２ ９ ２条第１項第２号に掲げる所得割 （ 同法第３ ２ ８条の規定によ り課する所 

得割を除く 。） を合算した額が、別表第１に掲げる対象子どもの区分に応じ 、  

同表に定める金額未満である こ と 。 この場合において 、算出に当たっては同法 

第３ １ ４条の ７ 、第３ １ ４条の ８及び第３ １ ４条の ９並びに附則第５条第３項、  

附則第５条の４第６項、附則第５条の ４の ２第６項、附則第５条の５第２項、  

附則第７条の２第４項及び第５項並びに附則第７条の ３第２項並びに附則第４  

５条の規定は、適用しないものとする 。  

⑸ 保育料  施行細則の規定によ り徴収する費用をいう 。 （ 市内の公立幼稚園及び 

私立幼稚園の利用分を除く 。）  

⑹ 満３歳未満保育認定子ども  施行令第４条第２項に規定する満３歳未満保育認 

定子どもをい う 。  

（ 事業の内容 ）  

第３条  市長は、事業を行うに当たって、保護者の申請に基づき 、対象子どもに係る  

保育料の一部について補助金を交付するこ とによ り 、保護者の保育料の負担軽減を

図るものとする 。  

（ 補助金の交付対象者 ）  

第４条  補助金の交付対象となる者は、対象子どもの保護者とする 。  

 （ 補助金の交付対象経費 ）  

第５条  補助金の交付対象となる経費は、補助金を受けよ う とする年度に保護者が納

付すべき対象子どもの保育料とする 。  



 （ 補助金の額 ）  

第６条  １月当た りの補助金の額 （ 以下 「 補助基準額 」 とい う 。） は、別表第２のと

おり とする 。  

２  各年度の補助金の額は、補助金を受ける年度における補助基準額の合計額とする 。  

（ 軽減の申請 ）  

第７条  事業の適用を受けよ う とする子どもの保護者は、申請書 （ 別記様式 ） を市長

に提出しなければならない。  

２  保護者と同居でない子どもについて事業の適用を受けよ う とする場合は、市長は、  

保護者による申立書を申請書と と もに提出させるものとする 。  

３  申請書の提出は、当該年度の１月４日から ３月３ １日までの間において市長が指

定する期間内に行わなければならない。  

（ 補助金の交付の決定 ）  

第８条  市長は、申請書を受理したと きは、その内容を審査し 、補助金交付の可否を

決定するものとする 。  

２  市長は、前項の規定によ り交付の可否を決定したと きは、速やかにその旨を当該

申請を行った保護者に通知するものとする 。  

 （ 交付 ）  

第９条  市長は、補助金の交付を決定した保護者 （ 以下 「 交付決定者 」 とい う 。） に

対して 、速やかに補助金を交付するものとする 。  

（ 交付決定の取消し ）  

第１ ０条  市長は、交付決定者が不正の手段によ り補助金の交付決定又は補助金の交 

付を受けたと認める と きは、補助金の交付決定を取り消すと と もに、交付した補助

金の全部又は一部の返還を命ずるこ とができる 。  

（ 補則 ）  

第１ １条  この要綱の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める 。  

附  則 

 （ 施行期日 ）  

１  この要綱は、平成２ ９年１月４日から施行する 。  



（ 特例措置 ）  

2  平成２ ８年度に限り 、第２条第４号の規定にかかわらず、対象子どもは、同号に

規定する子ども及び次の各号のいずれにも該当する子ども とする 。  

(1) 平成２ ７年度から継続して当該教育 ・保育施設を利用している者 

(2) 平成２ ７年度兵庫県のひょ う ご多子世帯保育料軽減事業実施要綱 （ 子どものため 

の教育 ・ 保育給付を受ける施設、事業 ） （ 平成２ ０年４月１日制定 ） の規定による

軽減の対象となっていた者 

(3) 満１ ８歳未満の子ども （ １ ８歳に達する日以降の最初の３月３ １日までの間にあ  

る者を含む。以下同じ 。） が ３人以上いる世帯で養育されている満１ ８歳未満の子

どもの う ち 、出生順に３人目以降に該当する者 

（ 姫路市多子世帯利用者負担額軽減事業実施要綱の廃止 ）  

３  姫路市多子世帯利用者負担額軽減事業実施要綱 （ 平成２ １年１月１ ３日制定 ） は、  

 廃止する 。  

附  則 

 （ 施行期日 ）  

１  この要綱は、平成３ ０年１月４日から施行する 。  

（ 経過措置 ）  

２  この要綱による改正後の姫路市ひょ う ご保育料軽減事業実施要綱の規定は、平成

２ ９年度以後の年度分の補助金について適用し 、平成２ ８年度分までの補助金につ

いては、なお従前の例による 。  

附  則 

 （ 施行期日 ）  

１  この要綱は、平成３ ０年１ ２月７日から施行する 。  

（ 経過措置 ）  

２  この要綱による改正後の姫路市ひょ う ご保育料軽減事業実施要綱の規定は、平成 

３ ０年度以後の年度分の補助金について適用し 、平成２ ９年度分までの補助金につ 

いては、なお従前の例による 。  



附  則 

 （ 施行期日 ）  

１  この要綱は、令和元年１ １月２ ７日から施行する 。  

( 経過措置 )  

２  この要綱による改正後の姫路市ひょ う ご保育料軽減事業実施要綱の規定は、平成 

３ １年度以後の年度分の補助金について適用し 、平成３ ０年度分までの補助金につ 

いては、なお従前の例による 。  

   附  則 

 （ 施行期日 ）  

１  この要綱は、令和２年１ ２月１ １日から施行する 。  

 ( 経過措置 )  

２  この要綱による改正後の姫路市ひょ う ご保育料軽減事業実施要綱の規定は、令和 

２年度以後の年度分の補助金について適用し 、令和元年度分までの補助金について  

は、なお従前の例による 。  

   附  則 

 （ 施行期日 ）  

１  この要綱は、令和３年  ３月３ ０日から施行する 。  

 （ 経過措置 ）  

２  この要綱による改正後の別記様式の規定は、令和３年度分以後の補助金について

適用し 、令和２年度分以前の補助金については、なお従前の例による 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第１ （ 第２条関係 ）  

区分 対象額 

ア  第１子である対象子ども  ５ ７ ， ７ ０ ０円 

イ  第２子以降である対象子ども （ ウに該当する子どもを 

 除く 。）  

１ ５ ５ ， ５ ０ ０円 

ウ  子ども ・ 子育て支援法施行規則第２ ２条に規定する者 

 である第２子以降の対象子ども  

１ ６ ９ ， ０ ０ ０円 

 

別表第２ （ 第６条関係 ）  

対象子どもの区分 補助基準額 

満３歳未満保育認

定子どもの う ち 、

第１子 

対象子ども １人につき 、保育料の月額から ５ ， ０ ０ ０円

を控除した額 （ １ ０ ０円未満の端数切捨 ）。 ただし 、保

育料の２分の １の額と補助基準額１ ０ ， ０ ０ ０円の う ち

いずれか低い額を上限とする 。  

満３歳未満保育認

定子どもの う ち 、

第２子以降 

対象子ども １人につき 、保育料の月額から ５ ， ０ ０ ０円

を控除した額 （ １ ０ ０円未満の端数切捨 ）。 ただし 、保

育料の２分の １の額と補助基準額１ ５ ， ０ ０ ０円の う ち

いずれか低い額を上限とする 。  

備考  対象子どもが年度の途中に３歳に達した場合における年齢は、当該年度中に限 

 り ３歳未満とする 。  



 

 

こどもコード（          ） 

 

年度 ひょうご保育料軽減事業申請書兼請求書 

 

（宛先）姫路市長 

 

  

姫路市ひょうご保育料軽減事業実施要綱に基づき、姫路市が実施する保育料（利用者負担額）の軽減を受けた

いので、下記のとおり申請します。また、保育料の軽減額の決定に当たり、住民税の情報（同一世帯を含む。）

及び世帯情報を閲覧すること及び保育料の未納がある場合は未納分に充当することに同意します。 

申請者 

 

（保護者）                   

連絡先（携帯電話可） 

 （    －    －     ） 

現住所（申請時の住民票所在地） 

 

子

ど

も

氏

名 

ﾌﾘｶﾞﾅ 施設名 

 

所（園） 

 

男・女 
平成・令和 

年  月  日生 歳 
利用年月日 

平成・令和 

年  月  日 

兄姉の状況  

兄 姉 
（フ リ ガ ナ） 

氏   名 
生年月日 学校・保育施設等 確認欄 

子どもの 

兄 姉 

（        ） 平成・令和 

  年  月  日生 

 
適・否 

子どもの 

兄 姉 

（        ） 平成・令和 

  年  月  日生 

 
適・否 

子どもの 

兄 姉 

（        ） 平成・令和 

  年  月  日生 

 
適・否 

※１ 対象となる子どもが複数いる場合は、子どもごとに申請書を記入してください。 

※２ 寄宿舎等により住所を異にする子どもについては、裏面の申立書に必要事項を記入してください。 

 

〈補助金の請求金額〉 

 

【補助金の振込先】姫路市こども保育課で口座振替を利用している 

「はい」の方・・・現在ご利用の口座へ振込みますので、記入は不要です。 

「いいえ」の方・・振込先口座を記入してください。 

金融機関コード(4 ｹﾀ)     (ﾌﾘｶﾞﾅ) 

金 融 機 関 名 銀行（金庫）           支店 

預  金  種  別 １ 普通・総合   ２ 当座     

金 融 機 関 店 番 号（3 ｹﾀ）    口 座 番 号        

（フ リ ガ ナ）  

口座名義（保護者名義）  

申 請 日       年   月  日 

はい ・ いいえ 



 

【裏面】 

 

申  立  書 

 

（宛先）姫路市長 

 

申請書に記載した子どものうち下記の者については、住民票の住所を異にしますが同居でない私の

世帯員であることを申し立てます。 

 

 

                        申請者氏名              

 

記 

 

 

 
（フ リ ガ ナ） 
氏    名 

住 民 票 の 住 所 が 異 な る 理 由 等 

子どもの 

兄 姉 

（        ） 

 
 

子どもの 

兄 姉 

（        ） 

 
 

子どもの 

兄 姉 

（        ） 

 
 

例 
（ヒョウゴ タロウ） 

兵庫 太郎 
私立○○高等学校（○○県○○市）入学のため 

 

 
（問合せ先） 〒670-8501 姫路市安田四丁目1番地 
姫路市役所 こども未来局教育保育部こども保育課 

電話 ０７９－２２１－２３１３・２３６６ 

 

 

 

【市記載欄】 

該当 

 

３歳未満児 国の軽減措置を 

受けていない 

保育料 

5,000 円を超

えている 

市町村民税 

第１子57,700円未満 

第２子以降155,500円未満 

（ひとり親等：169,000円未満） 

通園して

いる 

その他 

       

 


